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令和元年度全国学力・学習状況調査の結果・分析と今後の取組について 
大台町教育委員会  

令和元年１０月 
 

本年４月に小学校第６学年及び中学校第３学年を対象に実施された「全国学力・学習

状況調査」の結果が、７月３１日に文部科学省から公表されました。 

調査結果や本町における児童生徒の学力の定着状況、学習状況、生活習慣等の分析結

果、今後の取組を以下のとおりまとめました。 

調査結果の取扱いについては、文部科学省が示す実施要領における「（５）調査結果

の取扱いに関する配慮事項等」をご覧ください。 

なお、本町からのこの調査への参加者は、小学校４校６０名、中学校２校６８名です。 

１ 教科に関する調査の結果・分析 

  ※結果の分析は、平均正答率が全国平均正答率と比較し、５％以上のも

のを「強み」と捉え、５％以下のものを「弱み」として捉え記述しま

した。全国と比べて理解されているかどうかという観点で記述しまし

た。 

（１） 本町における特徴的な傾向 

＜小学校国語＞ 

○強み 

・問題１一：公衆電話について調べたことを【報告する文章】で〈資料２〉と〈資

料３〉をそれぞれどのような目的で用いているか、適切なものを選択

する 

                     平均正答率：76.7％（全国：71.2％） 

  →図表やグラフなどを用いた目的を捉えることができています。 

 ・問題１三：公衆電話について調べたことを【報告する文章】の   に、「２ 調

査の内容と結果」の（１）と（２）で分かったことをまとめて書く 

                     平均正答率：41.7％(全国：28.8％) 

  →目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書くことができ

ています。 

 ・問題１四（１）ア：公衆電話について調べたことを【報告する文章】の中の   

           部アを、漢字を使って書き直す 

           (調査のたいしょう) 

                    平均正答率：51.7％（全国：41.9％） 

・問題１四（１）イ：公衆電話について調べたことを【報告する文章】の中の 

          部イを、漢字を使って書き直す 

          （友達にかぎらず） 

                    平均正答率：76.7％（全国：69.4％） 

 →学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができていま

す。 
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・問題１四（２）：公衆電話について調べたことを【報告する文章】の   の一文

を、接続語「そこで」を使って２分に分けて書き直す 

                       平均正答率：53.3％（全国：47.8％） 

    →文と文の意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書くこと

ができています。 

   ・問題２一（２）：食べ物の保存についてまとめている【ノートの一部】の イ 

           に、疑問に思ったこと の②に対する答えになるように考えて書

く 

                       平均正答率：81.7％（全国：75.9％） 

    →目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読む 

ことができています。 

   ・問題２二：梅干し作りについて【知りたいこと】を調べるために、選んだ本の【目

次の一部】から、読むページとして適切なものを選択する 

                       平均正答率：95.0％（全国：88.5％） 

    →目的に応じて、本や文章全体を概観して効果的に読むことができています。 

   ・問題３一：畳職人への【インタビューの様子】の ア に入る、自分の理解が正

しいかを確認する質問として適切なものを選択する 

                       平均正答率：88.3％（全国：81.3％） 

    →話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って、自分の理解を確認するた

めの質問をすることができています。 

   ・問題３三：【インタビューの様子】の イ に、畳職人の仕事への思いや考えに着  

目して心に残ったことを書く 

              平均正答率：78.3％（全国：68.2％） 

    →話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめることができています。 

 

  ■全体の傾向から見られる課題等 

① 学習指導要領の領域等の観点から見て、「伝統的な言語文化と国語の特質に関

する事項」は非常に力がついています。「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」に関しても全国と比較して随分と力がついています。 

② 評価の観点から見ると、「国語への関心・意欲・態度」「言語についての知識・

理解・技能」については、非常に高い数値を示しています。また、他の３観点

「話す・聞く能力」「書く能力」「読む能力」についても高い数値を示していま

す。 

③ 国語は、全国平均と比較しても高い力を示しています。 
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＜小学校算数＞ 

○強み 

 ・問題３（１）：３５０－９７について、引く数の９７を１００にした式にして計算

するとき、ふさわしい数値の組み合わせを書く 

                     平均正答率：95.0％（全国：81.8％） 

  →示された減法に関して成り立つ性質を基にした計算の仕方を解釈し、適用する

ことができています。 

 ・問題３（３）：被除数と除数にかける数や割る数を選び、６００÷１５を計算しや

すい式にして計算する 

                     平均正答率：85.0％（全国：74.9％） 

  →示された計算の仕方を解釈し、かける数や割る数を選び、計算しやすい式にし 

て計算することができています。 

 ・問題３（４）：１８００÷６は、何ｍ分の代金を求めている式といえるのかを選ぶ 

                     平均正答率：56.7％（全国：47.0％） 

  →示された除法の式の意味を理解しています。 

 ・問題４（２）：何秒後にゴンドラに乗ることができるのかを求める式を書く 

                     平均正答率：80.0％（全国：68.6％） 

  →示された場面において、複数の数量から必要な数量を選び、立式することがで 

きています。 

   ・問題４（３）：残り７ポール分進むのにかかる時間の求め方と答えを記述し、２４

分間以内にレジに着くことができるかどうかを判断する 

                       平均正答率：68.3％（全国：62.6％） 

    →場面の状況から、単位量当たりの大きさを基に、求め方と答えを記述し、その

結果から判断することができています。 

 

  ○弱み 

   ・問題２（３）：二つの棒グラフから、一人当たりの水の使用量についてわかること

を選び、選んだわけを書く 

                       平均正答率：46.7％（全国：52.1％） 

    →資料の特徴や傾向を関連付けて、一人当たりの水の使用量の増減を判断し、そ

の理由を記述することができていません。 

   ・問題３（２）：減法の計算の仕方についてまとめたことを基に、除法の計算の仕方

についてまとめると、どのようになるのかを書く 

                       平均正答率：25.0％（全国：31.1％） 

    →示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質

を記述することができていません。 
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■全体の傾向から見られる課題等 

 ① 学習指導要領の領域から見て、「数と計算」については高い数値を示しています。

また、「量と測定」「数量関係」についても力がついています。 

 ② 評価の観点からは、「数学的な考え方」「数量や図形についての技能」「数量や図

形についての知識･理解」とも力がついていることが読み取れます。 

③ 算数についても全国より高く、力がついています。 

 

＜中学校国語＞ 

○強み 

 ・問題１四：「声の広場」への投稿を封筒で郵送するために、投稿先の名前と住所を

書く 

                     平均正答率：61.8％（全国：56.8％） 

  →封筒の書き方が理解されています。 

 ・問題４：語の一部を省いた表現についての説明として適切なものを選択する 

                     平均正答率：85.3％（全国：78.7％） 

  →語の一部を省いた表現について、語や文章の中での適切な活用の仕方が理解で

きています。 

○弱み 

 ・問題２一：話合いでの発言の役割について説明したものとして適切なものを選択 

する 

                    平均正答率：75.0％（全国：80.4％） 

  →話し合いの話題や方法を捉えることができていません。 

 

■全体の傾向から見られる課題等 

 ① 学習指導要領の領域等から見て、「書くこと」や「伝統的な言語文化と国語の特

質に関する事項」に関しては力がついています。「話すこと・聞くこと」に関して

は、もう少し力を付ける必要があります。 

 ② 評価の観点から見ると、「国語への関心･意欲･態度」「書く能力」「言語について

の知識･理解」については、高い力を示しています。「話す･聞く能力」は、やはり 

  力を付ける必要があります・ 

 ② 国語については、全国平均より高い力を示しています。 

 

＜中学校数学Ａ＞ 

○強み 

 ・問題３：△ＡＢＣを、矢印の方向に△ＤＥＦまで平行移動したとき、移動の距離 

を求める 

                     平均正答率：92.6％（全国：83.6％） 

  →平行移動の意味が理解できています。 
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 ・問題４：反比例の表から式を求める 

                     平均正答率：58.8％（全国：48.9％） 

  →反比例の表から、ＸとＹの関係を式で表すことができています。 

 ・問題６（１）：冷蔵庫Ａの使用年数と総費用の関係を表すグラフについて、点Ｐの

Ｙ座標と点ＱのＹ座標の差が表すものを選ぶ 

                     平均正答率：50.0％（全国：38.8％） 

→グラフ上の点ＰのＹ座標と点ＱのＹ座標の差を、事象に即して解釈することが

できています。 

・問題７（１）：証明で用いられている三角形の合同条件を書く 

                     平均正答率：86.8％（全国：75.8％） 

  →証明の根拠として用いられている三角形の合同条件が理解されています。 

 ・問題８（１）：読んだ本の冊数と人数の関係をまとめた表から、読んだ本の冊数の

最頻値を求める 

                     平均正答率：63.2％（全国：57.9％） 

  →資料を整理した表から最頻値を読み取ることができています。 

 ・問題９（３）：連続する 4つの奇数の和が４（２ｎ＋４）で表されたとき、２ｎ＋

４はどんな数であるかを選ぶ 

                     平均正答率：86.8％（全国：69.6％） 

  →総合的・発展的に考察し、得られた数学的な結果を事象に即して解釈すること 

ができています。 

 

○弱み 

 ・問題８（３）：図書だよりの下書きに書かれている分かったことの根拠となる値と

して適切なものを選ぶ 

                     平均正答率：47.1％（全国：53.6％） 

    →問題解決をするためにどのような代表値を用いるべきかを判断できていません。 

 

■全体の傾向から見られる課題等 

 ① 学習指導要領の領域等から見て、「関数」については高い数値を示し、十分力が

ついています。「数と式」「図形」についても全国より高い数値を示しています。

しかし、「資料の活用」については、全国平均並み数値となっています。他と比べ

てもう一度やっておく必要があります。 

 ② 評価の観点からは、「数学的な見方や考え方」「数学的な技能」「数量や図形など

についての知識･理解」の３観点とも高い数値を示しています。 

 ② 数学に関しては、全国平均より高い数値を示しているところから、力がついて

いるといえます。 
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＜中学校英語＞ 

○強み 

   ・問題１（３）：外国人の先生と女子生徒の会話を聞いて、その内容を最も適切に表 

している絵を選択する 

                       平均正答率：83.8％（全国：72.3％） 

    →日常的な話題について、情報を正確に聞き取ることができています。 

   ・問題２：イギリスと日本の類似点や相違点についてのスピーチを聞いて、話の展 

開に合わせて示す絵を並び替える 

               平均正答率：80.9％（全国：71.8％） 

    →まとまりのある英語を聞いて、話の概要を理解することができています。 

   ・問題５（１）：ある場所を説明する英文を読んで、空所に入る語句として最も適切 

なものを選択する 

             平均正答率：85.3％（全国：79.4％） 

    →日常的な話題について、簡単な語句や文で書かれたものの内容を、正確に読み

取ることができています。 

   ・問題６：発表活動のためにまとめられた１００円ショップについての文章を読ん 

で、話の流れを示すスライドとして最も適切なものを選択する 

               平均正答率：69.1％（全国：62.9％） 

    →まとまりのある文章を読んで、話のあらすじを理解することができています。 

   ・問題８：食糧問題について書かれた資料を読んで、その問題に対する自分の考え

を書く 

                       平均正答率：17.6％（全国：10.9％） 

    →書かれた内容に対して、自分の考えを示すことができるよう、話の内容や書き

手の意見などをとらえることができています。 

 

  ○弱み 

 ・問題５（２）：ある状況を描写する英文を読んで、その内容を最も適切に表してい

る絵を選択する 

                     平均正答率：63.2％（全国：74.4％） 

→日常的な話題について、簡単な文で書かれたものの内容を、正確に読み取るこ

とができていません。 

・問題７：チンパンジーに関する説明文とその前後にある対話を読んで、書き手が 

最も伝えたい内容を選択する 

                    平均正答率：23.5％（全国：32.8％） 

    →まとまりのある文章を読んで、説明文の大切な部分を理解することができてい

ません。 
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■全体の傾向から見られる課題等 

 ① 学習指導要領の領域等から見て、「書くこと」に関しては高い数値を示していま

す。「聞くこと」「読むこと」についても全国平均より高く、力はついていると言

えます。 

 ② 評価の観点からみて、「外国語の表現の能力」については高い数値を示している

ものとそうでないものが混在することから、今後力を付けなければならない部分

も見られます。「外国語理解の能力」や「言語や文化についての理式･理解」はど

ちらも力がついています。 

 ③ 英語は全国平均より高い数値を示しているところから、力はついていると言え

ます。 

 

２ 質問紙調査（児童生徒用・学校用）に関する調査の結果・分析 
（１）自尊感情・生きる力について 

【児童・生徒質問紙】 

◇項目９：ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことはありますか。 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ９８．３％（三重県９５．３％、全国９５．２％） 全国比＋ ３．１ 

 ・生徒 ９７．０％ (三重県９４．３％、全国９３．９％)  全国比＋ ３．１ 

◇項目 10：難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ７８．３％（三重県７８．７％、全国７９．０％） 全国比－ ０．７ 

 ・生徒 ７５．０％ (三重県７０．７％、全国７０．３％)  全国比＋ ４．７ 

◇項目５：自分には、よいところがあると思いますか 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ８８．３％（三重県８０．１％、全国８１．２％） 全国比＋ ７．１ 

 ・生徒 ７６．４％（三重県７４．９％、全国７４．１％） 全国比＋ ２．３ 

◇項目８：将来の夢や目標を持っていますか 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ９３．４％（三重県８２．６％、全国８３．８％） 全国比＋ ９．６ 

 ・生徒 ６９．１％（三重県６９．５％、全国７０．５％） 全国比－ １．４ 

【学校質問紙】 

◇項目 11：調査対象の学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、将来就きたい仕事

や夢について考えさせる指導をしましたか（中学校：項目 22） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県８５．７％、全国８３．２％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９８．１％、全国９８．６％） 

■児童の場合、「自分には、良いところがある」と答えた児童が、全国よりも７．１ポイ

ント高い数値を示しています。「将来の夢や目標」をもつ児童も、全国より９．６ポイ

ント多くなっています。自己肯定感が強く、良い傾向にあるといえます。その反面、
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「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦しているか」については、全国よりも低い

数値を示しています。慎重であるのか、冒険を控える傾向にあることが伺えます。 

■生徒の場合は、「ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことがあるか」「難しい

ことでも、失敗を恐れないで挑戦しているか」「自分に良いところがあると思うか」に

ついては、全国平均よりもやや高い数値を示しています。しかし、「将来の夢や目標を

持っているか」についてはやや低く、将来への夢や目標を持たせていくような指導が

必要です。 

■学校質問紙では、前年度までに「将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をし

たか」という設問に、小中学校全校とも「よく行った」「どちらかといえばよく行った」

と答えています。その取組が、子どもたちに将来の夢や目標を考えさせることになる

ものと考えられます。中学校は、もう少し深く考えさせることが必要になってくるの

ではないかと考えられます。 

 

（２）生活習慣について 

【児童・生徒質問紙】 

 ◇項目１：朝食を毎日食べていますか 

（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ９５．０％（三重県９５．２％、全国９５．３％） 全国比－ ０．３ 

  ・生徒 ９４．１％（三重県９３．５％、全国９３．１％） 全国比＋ １．０ 

 ◇項目２：毎日同じくらいの時刻に寝ていますか 

（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ９１．７％（三重県８０．９％、全国８１．４％） 全国比＋１０．３ 

  ・生徒 ８５．３％（三重県７６．６％、全国７８．０％） 全国比＋ ７．３ 

 ◇項目３：毎日同じくらいの時刻に起きていますか。 

（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ９８．４％（三重県９１．５％、全国９１．６％） 全国比＋ ６．８ 

  ・生徒 ９１．２％（三重県９２．３％、全国９２．８％） 全国比－ １．６ 

 

 ■「朝食を食べているか」という問いに対して、全国平均を前後する結果を示していま

すが、朝食を食べてこない児童・生徒が５～６％程度あります。これらの児童・生

徒の状況を把握し、指導する必要があるのではないかと考えます。「寝る時間・起き

る時間」については、児童は全国平均を上回っていますが、生徒は「起きる時間」

が全国平均よりやや低くなっています。ある程度規則正しい生活ができているよう

です。しかし、起きる時間が一定せず、やや不規則傾向にある児童・生徒も少なか

らずいる状況が見えます。 
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（３）学習習慣・読書習慣について 

【児童生徒質問紙】 

 ◇項目 17：家で、自分で計画を立てて勉強していますか。 

（「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ７８．４＆（三重県７１．７％、全国７１．５％） 全国比＋ ６．９ 

  ・生徒 ６４．７％（三重県５２．６％、全国５０．４％） 全国比＋１４．３ 

◇項目 18：学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、

勉強しますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も

含む） 

     （児童・生徒とも、１時間以上と答えた割合） 

  ・児童 ６８．７％（三重県６４．２％、全国６６．１％） 全国比＋ ２．６ 

  ・生徒 ７６．４％（三重県６７．５％、全国６９．８％） 全国比＋ ６．６ 

 ◇項目 19：学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、 

      読書をしますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）。 

      （「３０分以上」と回答した割合） 

  ・児童 ３６．６％（三重県３７．４％、全国３９．８％） 全国比－ ３．２ 

  ・生徒 ２３．６％（三重県２４．２％、全国２７．０％） 全国比－ ３．４ 

 ◇項目 20：昼休みや放課後、学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除

く）を読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室や地域の図

書館にどれくらい行きますか。 

      （「だいたい週に４回以上行く」「週に１～３回程度行く」と答えた割合） 

  ・児童 ２６．７％（三重県１５．３％、全国１７．２％） 全国比＋ ９．５ 

  ・生徒 １３．３％（三重県 ６．８％、全国 ８．３％） 全国比＋ ５．０ 

 ◇項目 21：読書は好きですか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７３．３％（三重県７４．５％、全国７４．０％） 全国比－ ０．７ 

  ・生徒 ５４．４％（三重県６７．３％、全国６８．０％） 全国比－１３．６ 

 【学校質問紙】 

 ◇項目 59：調査対象の学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、家庭学習の与え方

について、校内の教職員で共通理解を図りましたか（教科共通）。 

（生徒：項目 73） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９４．８％、全国９２．２％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９０．９％、全国８９．０％） 

◇項目 60：調査対象の学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、家庭学習の取組と

して、学校では、児童（生徒）に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら

教えるようにしましたか（教科共通）。（生徒：項目 74） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９６．３％、全国９５．５％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９２．９％、全国９２．３％） 
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◇項目 61：調査対象学年の児童（生徒）に対する国語の指導として、前年度までに、家

庭学習の課題（宿題）を与えましたか。（生徒：項目 75） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９９．７％、全国９９．３％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９２．２％、全国８９．７％） 

 

■家庭での学習についての質問で、計画を立てて学習している割合は、児童・生徒とも

に全国より高い数値を示しています。特に生徒は高くなっています。児童・生徒とも

８０％かそれに近い子どもが計画的に学習をしていることが伺えます。「平日１時間以

上学習をしている」割合は、児童が全国平均より高い数値となっています。家庭学習

に取り組んでいる児童・生徒が多くなっているようです。「２時間以上の家庭学習」に

絞ると、児童は町が３１．６％、全国は２９．５％、生徒は、町は４２．６％、全国

は３５．５％と、児童･生徒とも家庭学習をしている割合は全国より高くなっています。

家庭学習に取り組めていない児童･生徒に家庭学習の必要性について、さらに指導して

いく必要があります。 

 また、読書習慣については、児童・生徒とも３０分以上読書していると答えた割合は 

 全国より低くなっています。「読書が好き」と答えた児童･生徒の割合も、全国と比べ

て低く、特に生徒は低い数値となっています。しかし、普段学校図書館・図書室や町

の図書館を利用する率は、全国よりも高い数値を示しています。読書時間は短く、読

書を好きでない児童･生徒は多いが、本当に読書の好きな児童･生徒は全国よりも多く、

その児童･生徒が読書しているのではないかと考えられます。何はともあれ、読書嫌い

な児童・生徒に、読書が好きになるよう指導していく必要があります。 

■家庭学習に対する学校の取組は、「保護者に対する児童・生徒の家庭学習を促すような

働きかけ」や「家庭学習の与え方についての教職員の共通理解図ること」など、家庭

学習の大切さを感じながら取り組みを進めている様子が伺えます。また、各小中学校

とも「家庭学習の手引き」を作成し、保護者とともに家庭学習に取り組ませるよう働

きかけてきているので、その成果が今後どのように出てくるかを注視していかなけれ

ばなりません。 

 

（４）学校・先生・授業について 

 【児童生徒質問紙】 

 ◇項目 12：学校に行くのは楽しいと思いますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ９１．７％（三重県８５．５％、全国８５．８％） 全国比＋ ５．９ 

 ・生徒 ８９．８％（三重県８３．８％、全国８１．９％） 全国比＋ ７．９ 

◇項目 11：学級みんなで話し合って決めたことなど協力して取り組み、嬉しかったこと

がありますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ８５．０％（三重県８４．３％、全国８４．１％） 全国比＋ ０．９ 

 ・生徒 ９５．６％（三重県８４．０％、全国８２．８％） 全国比＋１３．０ 
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◇項目６：先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ９１．６％（三重県８７．８％、全国８６．１％） 全国比＋ ５．５ 

 ・生徒 ８９．７％（三重県８３．７％、全国８１．５％） 全国比＋ ８．２ 

◇項目７：先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、

分かるまで教えてくれていると思いますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ９１．２％（三重県８７．５％、全国８４．６％） 全国比＋ ６．６ 

 ・生徒 ９６．７％（三重県９４．２％、全国９１．７％） 全国比＋ ５．０ 

◇項目 27：５年生まで（１，２年生のとき）に受けた授業で、コンピュータなどのＩＣ

Ｔをどの程度使用しましたか。（生徒：項目 30） 

（「ほぼ毎日」「週 1回以上」と回答した割合） 

 ・児童 ３６．６％（三重県３４．２％、全国３０．６％） 全国比＋ ６．０ 

 ・生徒 ６１．８％（三重県３７．１％、全国３０．６％） 全国比＋３１．２ 

◇項目 28：授業でもっとコンピュータなどのＩＣＴを活用したいと思いますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ８３．４％（三重県８６．９％、全国８６．５％） 全国比－ ３．１ 

 ・生徒 ８３．８％（三重県７６．５％、全国７８．３％） 全国比＋ ５．５ 

◇項目 30：授業で学んだことを、ほかの授業に生かしていますか。（生徒：項目 33） 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ９０．０％（三重県８２．０％、全国８２．８％） 全国比＋ ７．２ 

 ・生徒 ８５．３％（三重県７５．８％、全国７４．９％） 全国比＋１０．４ 

【学校質問紙】 

◇項目 12：調査学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学級全員で取り組んだり

挑戦したりする課題やテーマを与えましたか。 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９８．８％、全国９６．６％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９７．５％、全国９５．２％） 

◇項目 14：調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学校生活の中で、児

童（生徒）一人一人のよい点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組

をどの程度行いましたか（生徒：項目 29） 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９９．７％、全国９８．８％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９８．７％、全国９８．６％） 

 

■児童・生徒の多くは「学校に行くのが楽しい」と思っています。しかし、１０％前後

の児童･生徒が楽しくないと思っているのも事実であり、その原因を把握していくこと

も考えていかなければなりません。また、先生との関係で、「よいところを認めてくれ

ている」「授業やテストで間違えたところや、理解していないところを、分かるまで教

えてくれている」と答えた児童･生徒は、全国平均より高く、どの項目も９０％前後の
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子どもが感じています。特に分かるまで教えてくれていると感じている生徒は９６．

７％と高くなっています。教師との良好な関係が伺えます。授業の関係では、児童で

「授業でもっとコンピュータなどのＩＣＴを活用したいか」で全国平均より低くなっ

ているのが意外な結果と言えます。 

■学校質問紙で、「学校生活の中で、児童・生徒一人一人のよい点や可能性を見付け評価

する（褒めるなど）取組をどの程度行ったか」という、児童･生徒との関係づくりを問

うた質問でも、各校それぞれに取り組んでいます。このような取組が、児童･生徒との

良好な関係をつくり出しているのだと考えます。 

 

（５）家庭・地域・社会について 

 【児童生徒質問紙】 

 ◇項目４：家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか。 

      （「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・児童 ８８．３％（三重県７６．６％、全国７７．４％） 全国比＋１０．９ 

  ・生徒 ８６．７％（三重県７６．０％、全国７６．４％） 全国比＋１０．３ 

◇項目 23：今住んでいる地域の行事に参加していますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８０．０％（三重県７４．１％、全国６８．０％） 全国比＋１２．０ 

  ・生徒 ８８．２％（三重県５６．８％、全国５０．６％） 全国比＋３７．６ 

 ◇項目 24：地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ５０．０％（三重県５２．５％、全国５４．５％） 全国比－ ４．５ 

  ・生徒 ４７．１％（三重県４０．２％、全国３９．４％） 全国比＋ ７．７ 

 ◇項目 25：外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたい

と思いますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ６５．０％（三重県６９．８％、全国６８．６％） 全国比－ ３．６ 

 ・生徒 ６３．２％（三重県６２．８％、全国６２．４％） 全国比＋ ０．８ 

◇項目 26：日本やあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知っても

らいたいと思いますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ７６．６％（三重県７６．２％、全国７６．１％） 全国比＋ ０．５ 

 ・生徒 ７７．９％（三重県５９．９％、全国５９．３％） 全国比＋１８．６ 

 ◇項目 22：新聞を読んでいますか。 

      （「ほぼ毎日読んでいる」「週に１～３回程度読んでいる」と回答した割合） 

  ・児童 ２３．３％（三重県１９．２％、全国１９．０％） 全国比＋ ４．３ 

  ・生徒 １９．１％（三重県１３．４％、全国１２．７％） 全国比＋ ６．４ 

 

 ■「家庭」で家の人と学校の出来事について話をする割合は、児童･生徒とも全国よりも

１０％以上高い数値を示しています。家庭生活が良好であることが伺えます。 
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 ■「地域」との関わりでは、「地域の行事」への参加率は、児童･生徒とも高く８０％を

超えています。特に生徒は、全国を大きく上回っています。各校とも、「郷土愛を育む

教育」を推進しています。過疎地である大台町では、子どもたちが地域の良さ、地域

の人々の温かさに触れ、地域に愛着を持つ活動が大切であり、またそのための活動に

各学校が取り組んでいます。その結果の現れと考えられます。今後も地域に根ざした

取り組みを進めていくとともに、地域のことを考えさせることもしていかなければな

らないと考えます。 

■「社会」への関心では、「新聞」を読む割合は児童・生徒とも全国より高い数値を示し

ていますが、少ないのが現状です。新聞を見ない生徒は、「テレビ」やネットでニュー

スをみているようです。だんだん状況が変わってきていると言わざるを得ません。 

 

（６）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善について 

 【児童生徒質問紙】 

 ◇項目 35：５年生まで（１，２年生のとき）に受けた授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか（生徒：項目 37） 

       （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８３．３％（三重県７８．９％、全国８０．９％） 全国比＋ ２．４ 

  ・生徒 ７９．５％（三重県７７．６％、全国７４．８％） 全国比＋ ４．７ 

 ◇項目 36：５年生まで（１，２年生のとき）に受けた授業では、自分の考えを発表する

機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなど

を工夫して発表していたと思いますか（生徒：項目 38） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７１．６％（三重県６１．２％、全国６２．５％） 全国比＋ ９．１ 

  ・生徒 ５２．９％（三重県５５．２％、全国５５．８％） 全国比－ ２．９ 

 ◇項目 29：学級の友達と（生徒）の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていると思いますか（生徒：項目 32） 

      （「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した割合） 

  ・児童 ６６．６％（三重県７３．４％、全国７４．１％） 全国比－ ７．５ 

  ・生徒 ７６．５％（三重県７４．２％、全国７２．８％） 全国比＋ ３．７ 

 ◇項目 31：総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べた

ことを発表するなどの学習活動に取り組んでいると思いますか。 

（生徒：項目 34） 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ６６．６％（三重県５６．１％、全国６５．７％） 全国比＋ ０．９ 

  ・生徒 ６６．２％（三重県５３．８％、全国６１．５％） 全国比＋ ４．７ 

 ◇項目 32：あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互い

のよさを生かして解決方法を決めていると思いますか。（生徒：項目 35） 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８０．０％（三重県７２．１％、全国７４．０％） 全国比＋ ６．０ 

  ・生徒 ９１．２％（三重県７３．４％、全国７１．６％） 全国比＋１９．６ 
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 ◇項目 33：学級活動における学級の話し合いを生かして、今、自分が努力すべきことを

決めて取り組んでいると思いますか。（生徒：項目 36） 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８３．３％（三重県７２．５％、全国７３．４％） 全国比＋ ９．９ 

  ・生徒 ８２．３％（三重県６６．２％、全国６５．０％） 全国比＋１７．３ 

 ◇項目 34：道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりす

る活動に取り組んでいると思いますか。（生徒：項目 39） 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８６．７％（三重県７８．９％、全国８０．９％） 全国比＋ ５．８ 

  ・生徒 ９１．２％（三重県７７．１％、全国７６．６％） 全国比＋１４．６ 

 【学校質問紙】 

 ◇項目 32：調査対象の児童（生徒）は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組むことができていると思いますか。（中学校：項目 33） 

      （「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県８７．７％、全国８５．５％） 

  ・中学校１００．０％（三重県８４．４％、全国８２．２％） 

 ◇項目 37：調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、習得・活用及び探求

の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか。 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９１．４％、全国８９．３％） 

  ・中学校 ５０．０％（三重県８９．６％、全国８８．０％） 

 ◇項目 33：調査対象の学年の児童（生徒）に対して、総合的な学習の時間で、課題の設

定からまとめ・表現に至る探求の過程を意識した指導をしていますか。 

      （中学校：項目 34） 

（「よくしている」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県８８．５％、全国８９．３％） 

  ・中学校１００．０％（三重県８３．８％、全国８９．１％） 

 ◇項目 34：調査対象学年の児童（生徒）に対して、学級生活をよくするために、学級会

で話し合い、互いの意見の良さを生かして解決方法などを合意形成できるよ

うな指導を行っていますか。（中学校：項目 35） 

（「よくしている」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９７．２％、全国９４．５％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９４．１％、全国９３．２％） 

◇項目 35：調査対象学年の児童（生徒）に対して、学級活動の授業を通して、今、努力

すべきことを学級での話し合いを生かして、一人一人の児童生徒が意志決定

できるような指導を行っていますか。（中学校：項目 36） 

（「よくしている」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９５．７％、全国９３．１％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９０．９％、全国９１．４％） 
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◇項目 36：調査対象学年の児童（生徒）に対して、特別の教科 道徳において（中学校：

前年度までに、道徳の時間において）、児童生徒自らが自分自身の問題として

捉え、考え、話し合うような指導の工夫をしていますか。（中学校：項目 39） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９７．７％、全国９６．７％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９０．２％、全国９２．６％） 

 

■主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善については、どの項目とも一部を除

いて全国平均より高い数値を示しています。児童は、「学級の友達との間で話し合う活

動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていない」と感じてい

るようです。また、生徒は「１，２年生の時に受けた授業では、自分の考えを発表す

る機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫

して発表していたか」の問いに、肯定的に答えていません。全国平均よりやや低い傾

向を示しています。「学校質問紙」でも、「調査対象の生徒に対して、前年度までに、

習得・活用及び探求の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしたか」に対し

て、１校は「どちらかというと行っていない」と答えています。このあたりが影響し

ているのかもしれません。今後、きちんと取り組んで行かなくてはなりません。 

■生徒の答えで、「学級生活をよくするために学級会で話し合い、互いのよさを生かして

解決方法を決めているか」「学級の話し合いを生かして、今、自分が努力すべきことを

決めて取り組んでいると思うか」「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグ

ループで話し合ったりする活動に取り組んでいるか」の３つの問いには、どれも全国

平均より１０ポイント以上高く、よく話し合い活動に取組、それが生徒のためになっ

ていることが伺えます。 

 

（７）規範意識に関わって 

 【児童生徒質問紙】 

 ◇項目 13：学校のきまり（規則）を守っていますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８８．３％（三重県９２．０％、全国９２．３％） 全国比－ ４．０ 

  ・生徒 ９８．６％（三重県９６．９％、全国９６．２％） 全国比＋ ２．４ 

 ◇項目 14：人が困っているときは、進んで助けていますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９５．０％（三重県８８．８％、全国８７．９％） 全国比＋ ７．１ 

  ・生徒 ８５．３％（三重県８６．９％、全国８５．９％） 全国比－ ０．６ 

 ◇項目 15：いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９３．４％（三重県９７．５％、全国９７．１％） 全国比－ ３．７ 

  ・生徒１００．０％（三重県９５．４％、全国９５．１％） 全国比＋ ４．９ 
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 ◇項目 16：人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９８．３％（三重県９５．５％、全国９５．２％） 全国比＋ ３．１ 

  ・生徒 ９５．６％（三重県９４．８％、全国９４．３％） 全国比＋ １．３ 

 【学校質問紙】 

 ◇項目８：調査対象学年の児童（生徒）は、熱意をもって勉強していると思いますか。 

      （「その通りだと思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９１．２％、全国８９．４％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９４．８％、全国８９．３％） 

◇項目９：調査対象学年の児童（生徒）は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると

思いますか。 

      （「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９０．３％、全国８７．７％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９４．８％、全国９４．１％） 

◇項目 10：調査対象学年の児童（生徒）は、礼儀正しいと思いますか。 

      （「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県８８．０％、全国８７．８％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９２．２％、全国９３．５％） 

 ◇項目 13：調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学習規律（私語をし

ない、話をしている人の方を向いて聞く、聞き手に向かって話をする、授業

開始のチャイムを守るなど）の維持を徹底しましたか。（生徒：項目 24） 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９７．１％、全国９６．９％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９６．７％、全国９８．１％） 

 

 ■「学校のきまり（規則）を守っているか」という項目については、生徒はよく守って

いると答えていますが、児童の方は全国よりも低くなっています。児童の方に、きま

り（規則）を守らなくてはいけないという意識が薄い傾向にあります。いじめは、ど

んな理由があってもいけないことだと思いますか」という問いに対して、生徒は全員

どんなことがあろうと「いけないこと」としています。しかし、児童の一部に「いじ

めはいけないことだ」ととらえていない子どもがいます。小学校でもう一度しっかり

と「いじめ」について取組、何があっても「いじめ」は「悪い」ことだと答えられる

子どもを育てて行かなくてはなりません。今後の人権教育等の取り組み、心の豊かな

児童・生徒の育成への取組を強固なものになるよう取り組んで参ります。 

 ■「人が困っているときは、進んで助けているか」「人の役に立つ人間になりたいか」の

いう設問では、児童は全国平均より高い数値を示しています。生徒は、「困っていると

きは、進んで助けているか」で全国平均よりやや低くなっています。人の役に立ちた

いと思っている子どもは多くいます。 

■学校質問紙で、「学習規律（私語をしない、話をしている人の方を向いて聞く、聞き手

に向かって話をする、授業開始のチャイムを守る）の維持を徹底したか」という問い



17 

 

に対して、各小中学校ともに行ったと答えています。「児童・生徒は熱意をもって勉強

していると思うか」「授業中の私語が少なく、落ち着いていると思うか」「児童･生徒は、

礼儀正しいと思うか」という３つ設問に対し、全小・中学校とも肯定しています。「学

習規律」が維持され、学習に前向きに取り組んでいる姿が伺えます。 

 

（８）「国語」の学習に関わって 

 ◇項目 37：国語の勉強は好きですか。（生徒：項目 40） 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ６８．３％（三重県６１．６％、全国６４．２％） 全国比＋ ４．１ 

  ・生徒 ６１．７％（三重県６０．７％、全国６１．７％） 全国比± ０．０ 

◇項目 38：国語の勉強は大切だと思いますか。（生徒：項目 41） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童１００．０％（三重県９３．３％、全国９３．０％） 全国比＋ ７．０ 

  ・生徒 ９８．５％（三重県９２．１％、全国９１．０％） 全国比＋ ７．５ 

◇項目 39：国語の授業の内容はよく分かりますか。（生徒：項目 42） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９０．０％（三重県８６．３％、全国８４．９％） 全国比＋ ５．１ 

  ・生徒 ８９．７％（三重県８１．７％、全国７７．６％） 全国比＋１２．１ 

◇項目 40：国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思います

か。（生徒：項目 43） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９５．０％（三重県９１．７％、全国９１．２％） 全国比＋ ３．８ 

  ・生徒 ９７．０％（三重県８９．６％、全国８８．０％） 全国比＋ ９．０ 

◇項目 41：国語の授業で学習したことを、普段の生活の中で、話したり聞いたり書いた

り読んだりするときに活用しようとしていますか。（生徒：項目 44） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９０．０％（三重県７５．８％、全国７６．９％） 全国比＋１３．１ 

  ・生徒 ７９．４％（三重県７２．５％、全国７１．６％） 全国比＋ ７．８ 

◇項目 42：国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり書いたりしています

か。（生徒：項目 45） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７８．３％（三重県７６．９％、全国７８．１％） 全国比＋ ０．２ 

  ・生徒 ８８．３％（三重県７７．７％、全国７７．４％） 全国比＋１０．９ 

◇項目 43：国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき、うまく伝わるように

理由を示したりするなど、話や文章の組み立てを工夫していますか。 

（生徒：項目 46） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７８．３％（三重県６６．９％、全国６８．５％） 全国比＋ ９．８ 

  ・生徒 ７５．０％（三重県６３．３％、全国６４．４％） 全国比＋１０．６ 
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◇項目 44：国語の授業で文章や資料を読むとき、目的に応じて、必要な語や文を見つけ

たり、文章や段落どうしの関係を考えたりしながら読んでいますか。 

（生徒：項目 47） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７５．０％（三重県７０．５％、全国７１．４％） 全国比＋ ３．６ 

  ・生徒 ８０．９％（三重県６７．９％、全国６８．４％） 全国比＋１２．５ 

◇項目 45：今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題がありましたが、どのよ

うに解答しましたか。（生徒：項目 48） 

     （「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」と回答した割合） 

  ・児童 ８０．０％（三重県８２．５％、全国８０．４％） 全国比－ ０．４ 

  ・生徒 ８６．８％（三重県８１．３％、全国７９．８％） 全国比＋ ７．０ 

【学校質問紙】 

◇項目 39：調査対象学年の児童（生徒）に対する国語の指導として、前年度までに、補

充的な学習の指導を行いましたか。（中学校：項目 40） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県８９．１％、全国８９．０％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９０．３％、全国８８．９％） 

◇項目 40：調査対象学年の児童（生徒）に対する国語の指導として、前年度までに、発

展的な学習の指導を行いましたか。（中学校：項目 41） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県６６．８％、全国６２．４％） 

 ・中学校１００．０％（三重県７４．０％、全国７４．６％） 

◇項目 41：調査対象学年の児童（生徒）に対する国語の指導として、前年度までに、目

的や相手に応じて話したり聞いたりする授業を行いましたか。（中学校：項目

42） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９３．４％、全国９４．７％） 

 ・中学校 ５０．０％（三重県８７．０％、全国８９．０％） 

◇項目 42：調査対象学年の児童（生徒）に対する国語の指導として、前年度までに、書

く習慣を付ける授業を行いましたか。（中学校：項目 43） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９４．３％、全国９２．８％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９８．１％、全国９５．３％） 

◇項目 43：調査対象学年の児童（生徒）に対する国語の指導として、前年度までに、様々

な文章を読む習慣を付ける授業を行いましたか。（中学校：項目 44） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県８９．１％、全国８８．２％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９２．９％、全国８９．９％） 
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◇項目 44：調査対象学年の児童（生徒）に対する国語の指導として、前年度までに、漢

字･語句など基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行いましたか。 

（中学校：項目 44） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９８．９％、全国９８．３％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９８．７％、全国９８．３％） 

■「国語」に関するすべての設問で、児童･生徒ともほぼ全国平均を上回っています。 

 児童の場合、「国語の授業で学習したことを、普段の生活の中で、話したり聞いたり書 

いたり読んだりするときに活用しようとしているか」という問いには、全国平均よ 

り１０ポイント以上高い数値を示しています。生徒は、「国語の授業の内容はよく分か 

るか」「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり書いたりしているか」 

「「国語の授業で自分の考えを話したり書いたりするとき、うまく伝わるように理由を 

示したりするなど、話や文章の組み立てを工夫しているか」「国語の授業で文章や資料 

を読むとき、目的に応じて、必要な語や文を見つけたり、文章や段落どうしの関係を 

考えたりしながら読んでいるか」の４点については、いずれも全国平均より１０ポイ 

ント以上高く、考えて国語の授業に臨んでいることが分かります。 

 ■「国語の問題について、解答を文章で書く問題があったが、どのように解答したか」

という設問で、児童は全国平均よりわずかに低い数値ですが、８０％の児童が「全て

の書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」と答えています。生徒は、 

  ８６．８％が最後まで書くことに努力をしています。全国よりも７ポイント高くなっ

ています。最後まで努力した結果が、国語の結果につながっているものと考えます。 

 

（９）「算数・数学」の学習に関わって 

 ◇項目 46：算数・数学の勉強は好きですか。（生徒：項目 49） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ６１．７％（三重県７０．１％、全国６８．６％） 全国比－ ６．９ 

  ・生徒 ６３．２％（三重県６０．２％、全国５７．９％） 全国比＋ ５．３ 

 ◇項目 47：算数・数学の勉強は大切だと思いますか。（生徒：項目 50） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９１．７％（三重県９４．１％、全国９３．７％） 全国比－ ２．０ 

  ・生徒 ９５．６％（三重県８６．１％、全国８４．２％） 全国比＋１１．４ 

◇項目 48：算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。（生徒：項目 51） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８８．３％（三重県８５．７％、全国８３．５％） 全国比＋ ４．８ 

  ・生徒 ９２．７％（三重県７９．１％、全国７３．９％） 全国比＋１８．８ 

◇項目 49：算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思い

ますか。（生徒：項目 52） 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ９３．３％（三重県９３．３％、全国９２．５％） 全国比＋ ０．８ 

  ・生徒 ９１．２％（三重県７８．８％、全国７６．２％） 全国比＋１５．０ 
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【以下：小学校のみ】 

 ◇項目 50：算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７６．６％（三重県７６．４％、全国７６．５％） 全国比＋ ０．１ 

 ◇項目 51：算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解いてみたいと思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ７８．３％（三重県８０．０％、全国７９．１％） 全国比－ ０．８ 

 ◇項目 52：算数の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を      

考えますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８３．３％（三重県８３．１％、全国８２．０％） 全国比＋ １．３ 

 ◇項目 53：算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考えますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・児童 ８８．３％（三重県８２．４％、全国８２．１％） 全国比＋ ６．２ 

◇項目 54：算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにしていま

すか。 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ８６．７％（三重県８４．３％、全国８４．０％） 全国比＋ ２．７ 

◇項目 55：算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか。 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

 ・児童 ９０．０％（三重県８７．１％、全国８７．０％） 全国比＋ ３．０ 

◇項目 56：今回の算数の問題について、言葉や数、式を使って、わけや求め方などを書

く問題がありましたが、どのように解答しましたか。 

     （「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」と回答した割合） 

 ・児童 ８８．３％（三重県８１．９％、全国８０．７％） 全国比＋ ７．６ 

 

【中学校】 

◇項目 53：今回の数学の問題について、解答を言葉や数、式を使って説明する問題があ

りましたが、どのように解答しましたか。 

     （「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」と回答した割合） 

 ・生徒 ７０．６％（三重県６３．１％、全国６０．８％） 全国比＋ ９．８ 

 

【学校質問紙】 

◇項目 45：調査対象学年の児童（生徒）に対する算数・数学の指導として、前年度まで

に、補充的な学習の指導を行いましたか。（中学校：項目 46） 

     （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９５．１％、全国９６．５％） 

 ・中学校 ５０．０％（三重県９０．９％、全国９４．３％） 
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◇項目 46：調査対象学年の児童（生徒）に対する算数・数学の指導として、前年度まで

に、発展的な学習の指導を行いましたか。（中学校：項目 47） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県８０．３％、全国７２．８％） 

 ・中学校１００．０％（三重県８１．８％、全国７６．５％） 

◇項目 47：調査対象学年の児童（生徒）に対する算数・数学の指導として、前年度まで

に、実生活における事象との関連を図った授業を行いましたか。 

（中学校：項目 48） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校 ７５．０％（三重県８４．８％、全国８２．４％） 

 ・中学校 ５０．０％（三重県７５．３％、全国７８．１％） 

◇項目 48：調査対象学年の児童（生徒）に対する算数・数学の指導として、前年度まで

に、計算問題などの反復練習をする授業を行いましたか。（中学校：項目 49） 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

 ・小学校１００．０％（三重県９８．８％、全国９７．７％） 

 ・中学校１００．０％（三重県９２．９％、全国９６．６％） 

 

■中学生の「数学」に関する設問は少なく、小学生の設問が多くなっています。児童は 

「算数の勉強は好きか」という問いに対しては、全国平均よりも低い数値を示してい 

ます。また、「算数の勉強は大事だと思うか」「算数の授業で新しい問題に出合ったと 

き、それを解いてみたいと思うか」という問いについても、全国平均より少し低くな 

っています。しかし、残りの７項目は全国平均より高い数値を示しているところから、 

算数に関してもそれなりに考えて取り組んでいるように考えられます。 

■生徒関係の４項目の内、「数学の勉強は大切だと思うか」「数学の授業の内容はよく分

かるか」「数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思うか」の

３問については、いずれも全国平均より１０ポイント以上高い数値を示しており、数

学に真摯に取り組んでいることが分かります。 

■「算数・数学の問題について、解答を言葉や数、式を使って、わけや求め方などを書

く問題で、どのように解答したか」の問いに、「全ての書く問題で最後まで解答を書こ

うと努力した」と回答している児童・生徒とも全国よりも多く、高い数値を示してい

ます。 

■学校質問紙では、「補充的な学習の指導」や「発展的な学習の指導」「計算問題などの

反復練習をする授業」については、小中学校全校が取り組んでいます。「実生活におけ

る事象との関連を図った授業」については、各校の実情に合わせて行っています。 

 

（10）「英語」の学習に関わって 

【生徒質問紙】 

 ◇項目 54：英語の勉強は好きですか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ６０．３％（三重県５５．５％、全国５６．０％） 全国比＋ ４．３ 



22 

 

 ◇項目 55：英語の勉強は大切だと思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ８８．３％（三重県８６．０％、全国８５．４％） 全国比＋ ２．９ 

 ◇項目 56：英語の授業の内容はよく分かりますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ８５．３％（三重県６９．３％、全国６６．０％） 全国比＋１９．３ 

 ◇項目 57：英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき役に立つと思いますか。 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ９４．１％（三重県８６．３％、全国８５．４％） 全国比＋ ８．７ 

 ◇項目 58：あなたはこれまで、学校の授業やそのための学習以外で、日常的に英語を使

う機会（地域の人や海外にいる人と英語で話す、英語で手紙や電子メールを

書く、英語のテレビやホームページを見る、英会話教室に通うなど）が十分

にありましたか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ５３．０％（三重県３５．７％、全国３３．８％） 全国比＋１９．２ 

 ◇項目 59：あなたは将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりした

いと思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ４５．６％（三重県４３．０％、全国４１．３％） 全国比＋ ４．３ 

◇項目 60：１，２年生のときに受けた授業では、英語を聞いて（一文一文ではなく全体

の）概要や要点をとらえる活動が行われていたと思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ９２．６％（三重県８０．４％、全国７９．２％） 全国比＋１３．４ 

 ◇項目 61：１，２年生のときに受けた授業では、英語を読んで（一文一文ではなく全体

の）概要や要点をとらえる活動が行われていたと思いますか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

・生徒 ９２．６％（三重県８１．８％、全国８１．２％） 全国比＋１１．４ 

 ◇項目 62：１，２年生のときに受けた授業では、原稿などの準備をすることなく（即興

で）自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う活動が行われていたと思いま

すか。 

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ８９．７％（三重県６４．７％、全国６２．９％） 全国比＋２６．８ 

 ◇項目 63：１，２年生のときに受けた授業では、スピーチやプレゼンテーションなど、

まとまった内容を英語で発表する活動が行われていたと思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ９４．１％（三重県７５．０％、全国７７．２％） 全国比＋１６．９ 

 ◇項目 64：１，２年生のときに受けた授業では、自分の気持ちなどを書く活動が行われ

ていたと思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ９７．１％（三重県７８．７％、全国８０．７％） 全国比＋１６．４ 
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 ◇項目 65：１，２年生のときに受けた授業では、聞いたり読んだりしたことについて、

生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったりする活動が行われていたと

思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

   ・生徒 ９２．６％（三重県７６．６％、全国７７．４％） 全国比＋１５．２ 

 ◇項目 66：１，２年生のときに受けた授業では、聞いたり読んだりしたことについて、

その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりする活動が

行われていたと思いますか。 

      （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

  ・生徒 ９７．０％（三重県７２．８％、全国７４．６％） 全国比＋２２．４ 

 【学校質問紙】 

 ◇項目 50：調査対象学年の生徒に対する英語の指導として、前年度までに、補充的な学

習の指導を行いましたか。 

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・中学校 ５０．０％（三重県９０．９％、全国９１．５％） 

◇項目 51：調査対象学年の生徒に対する英語の指導として、前年度までに、発展的な学

習の指導を行いましたか。 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・中学校１００．０％（三重県８２．４％、全国７５．４％） 

 ◇項目 52：調査対象学年の生徒に対する英語の指導として、前年度までに、英語を聞い

て（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる言語活動を行いました

か。 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・中学校１００．０％（三重県８７．０％、全国８７．２％） 

 ◇項目 53：調査対象学年の生徒に対する英語の指導として、前年度までに、英語を読ん

で（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる言語活動を行いました

か。 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・中学校１００．０％（三重県９５．５％、全国９０．９％） 

 ◇項目 54：調査対象学年の生徒に対する英語の指導として、前年度までに、原稿などを

準備することなく、（即興で）自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う言語

活動を行いましたか。 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・中学校１００．０％（三重県６４．３％、全国６５．１％） 

 ◇項目 55：調査対象学年の生徒に対する英語の指導として、前年度までに、英語でスピ

ーチやプレゼンテーションなど、まとまった内容を英語で発表する言語活動

を行いましたか。 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・中学校１００．０％（三重県７４．０％、全国８０．８％） 
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 ◇項目 56：調査対象学年の生徒に対する英語の指導として、前年度までに、自分の考え

や気持ちを書く言語活動を行いましたか。 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・中学校１００．０％（三重県８１．８％、全国８７．６％） 

◇項目 57：調査対象学年の生徒に対する英語の指導として、前年度までに、聞いたり読

んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったり

する言語活動を行いましたか。 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・中学校１００．０％（三重県６３．６％、全国６２．４％） 

◇項目 58：調査対象学年の生徒に対する英語の指導として、前年度までに、聞いたり読

んだりしたことについて、その内容を英語で書いたりまとめたり自分の考え

を英語で書いたりする言語活動を行いましたか。 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・中学校 ５０．０％（三重県５６．５％、全国６３．５％） 

◇項目 59：調査対象学年の生徒に対する英語の指導として、前年度までに、生徒が英語

で接する機会を増やし、教室を実際のコミュニケーションの場とする観点か

ら、どの程度、授業を英語で行いましたか。 

      （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

  ・中学校１００．０％（三重県８７．０％、全国８６．０％） 

 

■英語は、本年度初めて調査されました。英語に関連する１３の設問全部について本町生 

徒の回答は、全国平均を上回っています。「１，２年生のときに受けた授業では、英語を 

聞いて（一文一文ではなく全体の）概要や要点をとらえる活動が行われていたと思うか」 

「１，２年生のときに受けた授業では、英語を読んで（一文一文ではなく全体の）概要 

や要点をとらえる活動が行われていたと思うか」の２つの設問では、全国より１０ポイ

ント以上高い数値を示しています。 

■「英語の授業の内容はよく分かるか」「あなたはこれまで、学校の授業やそのための学習

以外で、日常的に英語を使う機会が十分あったか」「１，２年生のときに受けた授業では、

スピーチやプレゼンテーションなど、まとまった内容を英語で発表する活動が行われて

いたと思うか」「１，２年生のときに受けた授業では、自分の気持ちなどを書く活動が行

われていたと思うか」「「１，２年生のときに受けた授業では、聞いたり読んだりしたこ

とについて、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったりする活動が行われていた

か」の５つの問いには、全国平均より１５ポイント以上高い数値を示しています。 

■「１，２年生のときに受けた授業では、原稿などの準備をすることなく（即興で）自分

の考えや気持ちなどを英語で伝え合う活動が行われていたと思うか」「１，２年生のとき

に受けた授業では、聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまと

めたり自分の考えを英語で書いたりする活動が行われていたと思うか」の２つの設問に

ついては、ともに２０ポイント以上の非常に高い数値を示しています。 

■中学校における「英語」の授業では、それぞれの授業で工夫した内容で取り組まれてい

ることが分かります。また、生徒たちもそれをよく理解していることが、９０％以上の
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高い数値を刻んでいることからも分かります。また、昨年度からＡＬＴを２名に増やし

たことから、英語のそれぞれの時間でＡＬＴを活用して授業に臨んでいることも多きこ

とかと考えます。 

 

（11）学校運営に関する取組状況について 

 【学校質問紙】 

 ◇項目 21：学校として業務改善に取り組んでいますか。 

      （「よくしている」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９９．４％、全国９８．５％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９９．４％、全国９７．８％） 

 ◇項目 17：児童の姿や地域の現状等に関する調査や各種データに基づき、教育課程を編

成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していま

すか。 

  ・小学校１００．０％（三重県９７．２％、全国９５．４％） 

  ・中学校 ５０．０％（三重県９４．１％、全国９３．４％） 

 

 ■各小中学校とも業務改善に取り組んでいる。近年、働き方改革が叫ばれているが、特 

に学校では業務改善に取り組み、教職員がゆとりをもって児童・生徒に向かうことが 

大切となります。その意味でも、業務改善の取組は大切です。 

 

（12）調査結果の取扱い 

 【学校質問紙】 

 ◇項目 63：平成３０年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について、調査対象

学年・教科だけではなく、学校全体で教育活動を改善するために活用しまし

たか（中学校：項目 79） 

      （「よく行った」「行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９９．１％、全国９７．３％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９８．１％、全国９５．７％） 

 ◇項目 64：平成３０年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者や地域

の人たちに対して公表や説明を行いましたか。（学校のホームページや学校だ

より等への掲載、保護者会等での説明を含む）（中学校：項目 80） 

      （「よく行った」「行った」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９９．２％、全国９１．２％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９６．７％、全国８７．５％） 

 ◇項目 20:全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結

果と併せて分析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行って

いますか。 

（「よく行った」「どちらかといえば、行っている」と回答した割合） 

  ・小学校１００．０％（三重県９８．２％、全国９５．３％） 

  ・中学校１００．０％（三重県９８．１％、全国９３．７％） 
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 ■「調査結果の取扱い」については、小中学校とも全ての項目でほぼ取り組んでいます。

できていないところは、今後どのようにすればよいか話し合っていきます。 

 
３ 大台町におけるこれまでの取り組みと成果と課題 
 (1) これまでの取り組み 

 ○「大台町学校教育の方針」の策定と各学校での具体化した取り組み。 
 ○大台町小中学校連携教育推進事業の中で、学力向上推進委員会主催によ

る全体研修会の開催。 
 ○学力向上推進委員会における、ＣＲＴ（学力標準検査）の分析結果や 
  学力向上の取り組みの交流。 
 ○多気郡学力向上推進会議における講師を招聘しての研修会の開催と実 

践交流。 
○指導主事による学校訪問と授業研究・事前事後検討会における指導・助
言。 

  ○学校図書館・室の充実のため、町図書館司書を派遣。 
  ○町の図書館司書と連携した資質向上の取り組み。 
 
(2) 成果と課題 

 【教科に関する調査】 
 ① 各教科の平均正答率と無回答率の状況 
  ○小・中学校とも国語・算数とも全国平均より高い数値を示しています。 

中学校の英語も全国平均より高い数値を示しています。 
  ○無回答率が、全国に比べて低くなっています。 
   ・小国…大台町 ２．８６％（県５．４７％、全国６．２１％） 
   ・小算…大台町 ０．２４％（県２．４９％、全国２．６６％） 
   ・中国…大台町 ０．７４％（県２．５７％、全国２．６４％） 

  ・中数…大台町 ５．７９％（県６．６５％、全国７．３１％） 
  ・中英…大台町 ４．２７％（県５．４４％、全国５．９９％） 

   無回答率は、小・中学校の全教科とも三重県・全国の平均よりも低く
なっています。 

   どの教科も最後まで諦めずに取り組んだ結果であると考えます。特に、 
   小学校の算数と中学校の国語はともに０％台であるので、いかにしっ

かり答えたかが伺えます。 
 
 ② 教科に関する調査から 
【◇正答率 80％以上かつ全国平均正答率以上、◆平均正答率 30％未満 

もしくは全国平均正答率－10％・無答率 20％以上】 
 

  〈小学校国語〉 
  ◇目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしな 

がら読む。 
  ◇目的に応じて、本や文章全体を概観して効果的に読む。 
  ◇話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って、自分の理解を確 

認するための質問をする。 
◆目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く。 

  ◆学年別漢字配当表に示されている漢字を文中で正しく使う。（調査の対 
象、関心を持つ） 
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  〈小学校算数〉 
  ◇台形について理解している。 
  ◇棒グラフから、資料の特徴や傾向を読み取ることができる。 
  ◇示された減法に関して成り立つ性質を基にした計算の仕方を解釈し、 

適用することができる。 
  ◆資料の特徴や傾向を関連付けて、一人当たりの水の使用量の増減を判 

断し、その理由を記述できる。 
  ◆示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り 

立つ性質が記述できる。 
   
  〈中学校国語〉 
  ◇文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えを持つ。 
  ◇書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検

討する。 
  ◇語の一部を省いた表現について、話や文章の中での適切な活用の仕方

が理解する。 
 
  〈中学校数学〉 
  ◇平行移動の意味が理解している。 
  ◇証明の根拠として用いられている三角形の合同条件が理解している。 
  ◇総合的・発展的に考察し、得られた数学的な効果を事象に即して解釈

することができる。 
  ◆事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することがで

きる。 
  ◆資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明す

ることができる。 
  ◆問題を解決するためにどのような代表値を用いるべきかを判断するこ

とができる。 
 
  〈中学校英語〉 
  ◇教室英語を理解して、情報を正確に聞き取ることができる。 
  ◇文の中で適切に接続詞を用いることができる。 
  ◇一般動詞の２人称単数現在時制の疑問文を正確に書くことができる。 
  ◆まとまりのある文章を読んで、説明文の大切な部分を理解することが

できる。 
  ◆書かれた内容に対して、自分の考えを示すことができるよう、話の内

容や書き手の意見などを捉えることができる。 
  ◆与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりに注意し

てまとまりのある文章を書くことができる。 
     
４ 児童生徒の学びの充実を図るための今後の取組 
 (1) わかる授業の推進 

①すべての児童生徒が、基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得できる
授業づくりを進めます。 

 ○必要な知識･技能についてしっかりと教える。 
 ○つまずきやすい内容を事前に把握し、確実な修得を図るための繰り返 

し学習を行う。 
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   ○教材・教具の再点検及び積極的活用。 
 
②「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善を行い、思考力・判断
力・表現力を育む授業づくりを進めます。 

 ○問題解決的な学習の基本的な取り組み。 
 ○他の考えを受け入れて、判断する力。 
 ○目的や相手に応じて話したり、聞いたりする力。 
 ○資料やグラフ・表を読み取る力。 
 ○ＩＣＴ等を活用して資料を使って表現できる力。 
 ○目的に応じて資料を読み、自分の考えを書いたり、理由が分かるよう

に書いたりする力。 
 
③「見通す・振り返る活動」を重視した授業づくりを進めます。 
 ○めあての提示の工夫、例えば「日常の生活場面からの問題提起」「驚

きや感動を与える導入」「既習事項との関連（習得した知識・技能の
活用）に気づく導入」授業等。 

 ○補充的・発展的な学習指導の充実。 
 ○引き続き振り返る活動について、その時間の確保に努め、学力定着に

つながるあり方を工夫していく。 
 

(2) 研修の推進 
  ①習得・活用及び探求の学習過程を見通した指導方法の研修を充実させ、

学校の教育活動に学力向上のＰＤＣＡサイクルを無理なく位置づけま
す。 

  ②小中連携教育推進会議において、全国学力・学習状況調査、ＣＲＴ検査
の分析結果や、学力向上の取り組みの交流を継続することにより、各校
でのより有効な授業実践につなげます。また、今年度は各校の学習規律
の交流を通して、「大台町学習規律の系統表」作成に取り組みます。 

 
 (3) 学習、生活習慣の改善 
  ①昨年度、小中学校連携教育推進会議において「大台町家庭学習系統表」

を作成しました。これを活用しながら自主的な学習習慣の確立を図ると
ともに、特に小学校段階からの学習習慣の確立（昨年比小＋7.3％、中
＋4.7％）を図るために、家庭と連携します。 

  ②全ての学校教育活動を通じ、児童･生徒の自己肯定感、自己有用感を醸
成（昨年比小－0.7％、中＋4.7％）します。また、家庭と連携して子ど
もを「褒める」取組を充実させていきます。 

 


